まして、 顎 十郎を 動じさせる ものな ど は、 なにひとつ 

この 世に 存在し ない。 相手の 溜息 も 沈んだ 顔色 も、 て 

.ま うまう こ 

んで 目に 入らない ように、 天井 を 眺めながら、 茫々 乎 

として ひかえて いる。 相手が きりだす まで、 十 年で も 

一 一十 年で も ゆっくり 待つ 気と 見える。 

客 は、 沈思 逡巡 、 思いき り 悪く しぶ つ ていたが、 い 

よいよ、 のつ びきなら なくなった のか、 あらためて 慇 

戀に 一 礼す ると、 

「今日、 突然に 推参いた しました の は、 実は 折 入って 

お願い 申し あげたい 儀が ございまして …… 」 

顎十郎 は、 ほほう、 と 曖昧な 音響 を 発してから、 



御が 大勢あって、 どうに もやり 場に 困る から、 こんな 

大 べらぼうな 奴 だが、 ひとり くれてやろう なんてえ お 

つもりな の だと 思います が、 なにしろ、 ひとりの 口 だ 

けで もかッ つか ッっ。 頂戴しても 食べさせる ことが 出 

来ません。 思 召し は 千万 かた じけ のう ございま すが、 

平に 御 辞退 …… 」 

客 は、 へど もどして、 

「いや、 いや、 決して そういう 次第で は ございません。 

つづめて 申そう なら、 主家の 浮沈に も かかわる 一大事 

…：- J 

顎 十 郎は頭 を かかえて、 



「そり ゃァ 大変 だ。 そんな 大事で は、 とても 手前な ど 

の 手に は あいかね ましょう。 なにしろ …… 」 

と、 また ぺらぺらと 来そう なので、 客 は あわてて、 

しばらく しばらくと 喰いと め、 

「それで は 御 謙遜に すぎましょう。 …… このほどの 丹 

いんびむ ちゅう 

頂のお 鶴の 件、 また 堺屋の 騒動。 隠微 夢中の なかから 

てきけ つ 

真相 を 摘 抉 して、 さながら 掌の なか を さ す，》 J と き 明察 

御 理解。 …… 実は、 そのお 力に よって 主家 一期の 危難 

をお すくいね がいたい と 存じ …… 」 

というと、 田舎く さく 真四角に なり、 

「手前 姓名の 議 は、 さきほど 名札 を もって 申し あげ ま 



かがう ところ どうやら 下 総な まり。 それに 名札の 紙が、 

こ が ねんど まにあい がみ 

古河で 出来る 粘土の はい つた 間 似合 紙と いう ことにな 

ると、 あらためて 武鑑 を ひっくりかえ すまでの こと は 

力一" ま 

ない。 …… 下 総の 古河で 実 高 十二 万 五千石。 雁の 間 

しこう 

3 矢 J 

はッ、 と 見ぐ るし いほ どに 顔色 を 変える のに 目 もく 

れず、 

「いわず と 知れた、 土 井 大炊頭 さまの 御 家中、 なんて 

こと はどうで もい い。 いかにも 御主 家の 名 はう けた ま 

わりますまい。 おっしゃって くださらなくても 結構。 

…… それ は ともかく、 下 総の 古河と いえば、 江戸の 東 



がけ。 一国 を あずかる 御 家老と は、 実に かく ありたい 

もの。 いや、 冷 かして るん じゃあり ません。 ほんとう 

の 話。 …… ところが、 どうして 更科 という かとい うと 

失礼ながら あなたのお 顎に、 ぉ薔 麦の くずが …… 」 

あわてて 顎 を 撫でる ので、 さすがの 顎 十郎、 たまり 

かねて ヘラ ヘラと 笑いだ し、 

「ついてい ると は 申して おりません。 もっと 確かな 証 

つまようじ ひら 

拠 は、 あなたの 襟に さした 爪 楊子。 その 平に、 真砂 町 

更 科と 刷って ある。 いけませんね、 これ じゃァ わざ わ 

ざ 日本 橋を大 まわりして 来た かいがない。 いわば まる 

であけ すけ。 いくら 突つ ばっても こう 1 九ぬ け じ やなん 



に 相続 を 願いいで、 翌年 春、 喪が あけます と 同時に、 

そう ま しづ のす け もりやく 

相続 祈願の ため、 さきの 家老 相 馬 志津之 助、 伝 役 

くわばら はぎの しん きくか わろ さ い 

桑原 萩 之 進、 医 者 菊 川 露 斎 の 三 人が つきそい、 

やた きたぐち うぶ すな 

矢 田 北口と いうと ころに ある 産 土 さまへ 御 参詣に な リ 

ましたが、 お 神楽の 太鼓に おおどろき になった もの か、 

しっき 

かえりの 駕籠の 中で 二度三度と 失 気な される ので、 や 

むな く 途中の 百姓家に 駕籠 をと め、 離れ家に おともな 

い 申し、 いろいろ ご 介抱もう しあげました ところ、 よ 

きょ う、.^ う 

うやく のこと で 御正 気。 軽い 驚 風と いう ことで、 そ 

の 後 は 恙なく 御成 育に なり、 元服と 同時に、 相違な く 

家督相続 さしゆるされる むね、 お 達しが あり、 家中 一 



戸一と いわれる 南 町奉行 所の 控 同心、 藤 波 友 衛に意 を 

通じてし きりに これ も 行方 を さがさせ ている という 噂 _ 

…… 御 承知のと おり 藤 波と いうの はいかに も 辛辣 果敢 

な 人物。 手前の ほう は 老人の よ ぼけ 足で とぼとぼと 探 

しまわって いるのに、 むこう は 二百 三百と いう 下つ 引 

を 追い まわし 網の 目を梳 くように 洗い立てて おります _ 

これで は、 とうてい 勝負に はなり ませぬ 話。 せつ ぱっ 

まった その 末、 失礼 も かえりみず 突然、 推参いた した 

ような 次第、 なにとぞ 御 諒察」 

といって、 息をつき、 

「万一 こちらが 後手に なり ますれば、 源次郎 さまの 御 



い。 いったい いつまで そんな こと を やら かそうと いう 

ん です。 お願いで きるなら、 あっし やもう このへんで 

…：- J 

藤 波 は 三 白眼 をキュ ッと 吊るし あげ、 

「このへんで どうしたと。 …… 言葉お しみ をし ねえで 

は つ きリ言 つ て 見たら どう だ」 

毎度の こと だが、 今日は またい つもより よっぽど 風 

むきが 悪い。 嚙 みつくよ うな 口調で、 

「つまり、 よして えとい うんだろう。 厭に なった とい 

うんだろう」 

「えへ へ、 そういう わけで もな いんです が …… 」 



といった ばかりで は、 おわかりないで しょうが、 あな 

ただって 馬鹿 じゃあない。 ことの 起リ は、 お 家 騒動に 

からまつ ている という こと は、 あなた も 御 承知の はず- 

…… 夫婦喧嘩 は 犬 も 喰わない というが、 お 家 騒動と な 

ると、 こいつ ァ いっそう 手が つけられない。 どっちの 

味方 をした つて、 どっちみ ち、 良く はい われない。 うつ 

かりす ると、 ひどい 羽目に 落ち こんで、 抜き さしなら 

ない ことになるん です。 …… ことに 今度の 場合なん ざ 

あなた はたし かに 見当ち がい。 それば かリ ではない、 

ひょっとして、 あなたの 出よう によって は、 十二 万 五 

千 石が フィ になって しまう。 …… 源次郎 というの が 乞 



のて いで、 魚 を もらって 歩かれた という 話が ある。 … 

…私の 推察で は、 評判 どおり、 ほんとうの 源次郎 は、 

やはり あのと き 百姓家の 離れで 死に、 いまの 源次郎 は、 

たぶん、 通りすがりの 乞食から 買いと つた子 供な のに 

相違ない と 思 つ た。 乞食の 子供 だから 乞食の 相が ある 

の は あたり 前の ことで、 雪曽 という 坊主が、 それ を 看 

破した の はまた 無理 もない 話。 萩 之 進の ほう は 覚えの 

さよ 1 つ こ 1 つ 

ある こと だから、 大いに 恐惶 して、 なんとか 乞食の 相 

を はらいた いと 思い、 いまの 故事に 倣って、 千 人 悲願 

を 思い立ち、 そこで 書きの こした 一 筆が 『すさきの 浜』 

…：- J 
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